









学位論文名 Visualization of Intracranial Structures in EarlγHuman Embryos 
using 3・oComputer Graphics Technique 
(三次元コンビュータグラフィクスによるヒト鹿子頭蓋内構造の画像化)












1.頭部屈曲は， Carnegie stage 1 tでは1つの中脳隆起と菱脳の境界に位置するが， Carnegie stage 13 
では2つの中脳隆起の悶に位置するようになる。これを新たに“中脳JuJ曲"とするの
2. Carnegie stage 13では膝神経節と前庭神経節は，はっきりと分化し個別に分かれており，また膝神
経節はロンボメア4のみならずロンボメア 3からも生じているようである。
3. Carnegie stage 13では三文神経節は眼部と上額，下顎部に分かれている。














なわち， 1.頭部屈曲は， Carnegie stage 11では iつの中脳隆起と菱脳の境界に位置するが， Carnegie 
stage 13では2つの中脳隆起の聞に位置するようになる。これを新たに“中脳屈曲"とする。 2.Carnegic 
stage 13では膝神経節と前庭神経節は.はっきりと分化し個別に分かれており，また膝神経節はロンボメ
ア4のみならずロンボメア 3からも生じているようであるc 3. Carncgie stage 13では三文神経節は隈
部と上顎，下顎部に分かれている。 ι 頭部の血管発生に関しては， Carnegie stage 1 Jでは原始頚動脈
は第一大動脈弓の吻側に位置し原始後脳路という貧弱なドレナージ系のために“湖のような"かたちを
している。 Carnegiestage 13に原始静脈洞が出現することにより頚動脈系も明確になり，初めて原始的
な頭部閉鎖循環が完成する.などの新しい知見を得た。
この三次元立体構築法が.従来のヒト匪子モデルの限界を乗り越え，ヒト正常発生を形態学的に正しく
理解し，将来の催奇形研究の基礎となる強力な手段となると考える。
本論文はヒト正常発生ばかりでなく俄奇形研究に貢献することが大きく博士(医学)の学位を授与され
るに値するものと判定されたo
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